
南市岡地域

築港地域

昭和19（1944）年、吾妻町（現在の弁天地域）に生まれる。築
港小学校卒業。東京の大学を卒業後、港商店街で食料品店
を営み、船舶に食料品や日用品などの物資を提供するシッ
プチャンドラー業務も行った。地域貢献活動にも力を入れ、
今年3月末まで築港地区社会福祉協議会会長を務める。そ
の他、地域活動協議会会長、地域振興会会長も歴任。

　19世紀末～20世紀初頭、大阪港拡張工事に伴う
埋め立てで形成された築港エリア。戦前は築港大桟
橋の完成や市電開業により、大阪の海の玄関口とし
て栄えました。現在は海遊館や天保山などの観光
地と、赤レンガ倉庫や港大橋などの歴史のある建造
物が共存しています。そんな築港で生まれ育った辰
巳さんに、街の歴史を振り返っていただきました。

　戦争が終わる1年前に生まれた辰巳さんの幼い
記憶に強く残っているのが、昭和25（1950）年の
ジェーン台風です。「疎開先から戻り、千舟橋近くの
商店街に住んでいました。台風で水が迫っていると
聞き、父に背負われて姉とともに近くの港湾局の建
物に避難しました。すると進駐軍の兵士が現れ、3階
まで運んでくれたんです。そのおかげで助かりまし
た」。当時は2メートル近く浸水し、かかりつけの医師
がいかだで診察に来たこともあったそうです。
　戦前の築港地域は、大桟橋や市電、大潮湯など
で賑わっていましたが、戦争で壊滅的な被害を受け
ました。「小さかったので覚えていませんが、復興は
本当に大変だったと思います」と辰巳さん。それで
も日本経済の復興とともに大阪港の貿易も成長
し、港湾局や税関の宿舎があった築港は病院や学
校などの生活インフラも整っていたといいます。

　大学卒業後、辰巳さんは父の跡を継いでこの地
で商売を始めますが、商店街での商いは世界情勢
の影響を大きく受けたと言います。「同じ商店街

の時計店でデジタル腕時計が300本売れたり、ロ
シア船の船員が絨毯をトラックいっぱい買って
行ったり。アメリカと韓国が繊維交渉していた頃
は、韓国船が来るとジャンバーが大量に売れまし
た。港は、時代の波を直に感じる場所です」。昭和
40年代は特に景気が良く、船が多すぎてバース
（荷下ろしを行う停泊所）が足りず、沖合で荷下ろ
しを行うことも。昼夜問わず働く人が多く、パンや
おにぎりの店が賑わい、船員向けの酒場も増えて
いきました。しかし
港湾設備の限界な
どから徐々に船は
減り、まちの活気も
次第に失われてい
きました。

　現在の築港エリアは、海遊館をはじめとするイ
ンバウンド向けの観光地として賑わいを見せてい
ます。そんな中で辰巳さんは、「商業地が栄えるの

も良いことですが、地域を元気にするには、やは
り住む人が増えることが大切」と話します。「終戦
後の皆さんは、情熱を持ってまちを立て直そうと
していました。政治家も、住民の顔を見て、声を聞
いてくれていた。今はグローバルな時代と言われ
ますが、外に向くだけでなく、内側（地域）に目を
向けることも必要ではないでしょうか」。
　これからの築港については、「地域の人たちが
自然と集まれる場所をつくりたい」と語り、港中
学校と統合予定の築港中学校跡地を、地域のコ
ミュニティセンターとして活用できたら──とい
う思いも口にされていました。また、「コミュニ
ティが別々になると、日本の中に“別の国”がで
きてしまう。同じコミュニティとしてつながるこ
とが大切だと思います」。今後増えていく外国人
住民についても、共に暮らせるまちづくりの重要
性を感じられていました。
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港の変化と地域のこれから

港の賑わいと経済成長

「港」は、時代の波を肌で感じられる場所

　西区との境にある南市岡地域。尻無川沿いには
瓦問屋が建ち並び、独特な街並みを形成していま
す。近年は大型マンションが建ち、子育て世代の姿
も増えてきました。地域活動も活発で、地域活動協
議会をNPO法人化するなど、先進的な取り組みも
行われています。今回は、その中心で活動する宮﨑
さんに、まちづくりへの思いを伺いました。

　南市岡地域について、「ちょっと走れば校区外
♪という歌があるほど狭いんです」と笑う宮﨑さ
ん。地域がコンパクトなぶん、学校・PTA・女性会・
こども会・民生委員など、さまざまな団体同士の
連携が密で、協力しながらまちづくりを進めてい
るのが南市岡の特徴です。
　宮﨑さんはその連携の輪の中心で、地域活動協
議会と『はぐくみネット』の広報の役割を担当して

います。A�サイズの広報紙「かわらばん（はぐくみ
ネット）」と「すき屋根ん通信（地域活動協議会）」
を、10年以上にわたり毎月発行。「はぐくみネッ
ト」メンバーと協力し、情報収集から取材、撮影、
デザインまでをすべてを自分達で行い、地域活動
協議会の松井理事長も「地域のことに一番詳しい
のが宮﨑さん」と太鼓判を押すほどです。
　「はぐくみネット」では、トップアスリートを招い
た体験授業など、ユニークな取り組みを展開。
PTAや地域諸団体との共催で行う「ふれあい祭
り」では、毎年恒例の焼き芋を出店しています。「焼
き芋を始めた当初は、運動場を保護するための鉄
板がなく、耐熱性に優れている瓦を敷いて「瓦焼き
芋」として始めまし
た。」と宮﨑さん。そ
れも、瓦問屋が建ち
並ぶ南市岡ならでは
のエピソードです。

　また、地域活動協議会が令和元（2019）年に始
めた『こども食堂』は、現在では子どもから高齢者
までが集う『ふれあい食堂』に進化。地域の人たち
が気軽に集える、大切な場になっています。提供メ
ニューは、無理なく長く続けられるようカレーに固
定。気兼ねなく利用できて、少しでもお母さんたち
がラクできるようにという想いから実施していま
す。カレーは毎回約150食を準備。今年からは、こど
も会のメンバーも準備を手伝ってくれるようにな
り、協力の輪が広がっています。
　PTA活動をきっかけに地域と関わり始め、約20年に
わたって活動を続けている宮﨑さん。地域活動で大切
にしているのは、「いろんな場に顔を出して、つながり
をつくること。顔見知りになることで、自然と“行って
みようか”“手伝おうか”という関係性が生まれます」
と語ります。業務も多く忙しい毎日ですが、それでも
「広報紙を作るのも楽しいし、行事もやり終わったあ
とは達成感がありますね」と笑顔がこぼれます。

　
　宮﨑さんが思い描く地域の未来は、「住みやすく
て、やさしいまち」。みんなが顔見知りで、お互いに
声をかけ合える温かい地域を目指し、現在は認知
症サポーター養成講座にも取り組んでいます。
　さらに、今後増えていく外国人住民についても、
「地域の一員として同じ立場になれば、お互いに
もっと暮らしやすくなると思います。南市岡は、そう
したことに対してわりとウェルカムな地域なんで
す」と語ってくれました。

宮﨑さんが描く、理想の未来

南市岡の地域活動の特徴

「住みやすくて、やさしいまち」を目指して

大正区出身。結婚をきっかけに港区へ移り住み、PTAを通じ
て地域活動に関わり始める。現在は『はぐくみネット』や『南
市岡地域活動協議会』の広報をはじめ、社会福祉協議会の
見守りコーディネーターなど、多方面で地域に根ざした活動
を続けている。
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これまでも これからも この地域と域～ ～
ま　　ち

港区には、地域ごとに紡がれてきたまちの物語があります。区制100周年を機に、その過去と今を語り合い、これからの未来をともに思い描くインタビュー企画をお届けします。
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